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＜連絡事項＞
・薬局からの連絡がありました。ハロペリドール3ｍｇが入手困難の為、処方時は1.5㎎の錠剤2錠の処方でお願いしますとの事でした。アスＫも入手困難となっているとの事です。
＜患者様連絡事項＞
・佐藤　英之様～3/4(土)退院指示あり、退院時処方も出ています。
・佐野　貢様～現在までレストランのショーケースに準備していた食膳を自分で配膳して頂く通常の対応にしています。ご飯を多めに盛り付けていないかの確認をして下さい。
・太田　富夫様～本日15:00～16:00外出しています。
・久保　興介様～本日ご両親とオンライン面会を行っています。面会時、歯科治療に対する不満の訴えが聞かれています。母からは、売店では入手困難そうなものを持参したので、本人に渡して欲しいと差し入れがありました。
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～ゴミ箱をあさり、他者の飲んだペットボトルを持ち歩いている。介入に対し易怒性はないが、聞き入れることなく走って立ち去る行動が見られている。
・内田　都影様～夜間トイレに行く事が面倒で、リハビリパンツに排尿することがあると話し、不足しているので姉に差し入れ依頼の電話をしてほしいと訴えてくる。本来の使用目的、方法とは言えない理由である事を考察し、節約して使用するよう説明している。差し入れの依頼もスタッフに依存せず、ご自身で行う努力をするよう伝える。
＜皮膚科診察状況＞
・平　京子様～躯幹に暗紅色、小豆大～１㎝位までの滲潤な局面多数散在。皮膚梢乾燥（ヘパリン類似クリーム塗布していた）慢性湿疹。デルモゾールDP軟膏塗布処置施行となっている。
①クレマスチン錠１㎎　 2 錠  1日2回　朝夕食後
②デルモゾールＤＰ 軟膏５ｇ／本 2 本  処方あり。
・中川原　義雄様～臍部に浸潤みられている。発赤はなし。痒みあり。
エキザルベ　1本処方あり。
・出河　攻様～同処置継続で、テルビナフィン塩酸塩クリーム1本処方あり。
・大山　広美様～左肘の褥瘡、踵のひび割れも、症状軽快している。同処置継続となっている。
・阿部　文香様～両手皮膚乾燥著明、粗造。同処置継続。
デルモゾールDP軟膏処方となっている。

・民部田和哉様～口角のびらん継続して見られている。同処置継続。
・井上　和美様～両下腿漸次軽快。同処置継続。

・坂本　福子様～特変なし。両足趾爪を剪る。同処置継続。
・神田　直樹様～漸次軽快漸次軽快。同処置継続。両手指ささくれの痛みあり、ゲンタシン軟膏処方となっている。皮膚科Dr．に病棟のスタッフに頼んでも処置用の手袋をくれないと不満訴える。保湿の使用目的と考えていた事を伝えると、土井Dr．から、それは逆効果で、むしろゴムによるアレルギーを起こす可能性があると伝えている。了承し、理解できている。
・吉田　守幸様～背部漸次軽快しているが皮膚の乾燥と色素沈着あり。同処置継続し経過観察の指示あり。
・小笠原　文人様～右足底鶏眼摘除する。他特変なし。同処置継続。
・太田　富夫様～特変なし。右足第1趾爪切り処置施行。同軟膏での処置継続とする。
＜村上Dr.診察・担当患者様検討＞
・佐藤　英之様～診察にて、3/4自宅退院し、3/20（月）１０時外来予定と伝えられると、お礼を述べている。2/27西病棟女性患者様へ彼氏と名乗り電話を繋ぐよう連絡していた件を主治医へ情報提供している。
・高橋　康満様～主治医診察施行する。「変わりないです。」と話し、早々に立ち上がり退室される。
・中野渡　鉄男様～主治医診察施行する。手指振戦目立たず、「大丈夫。」と話されている。
・十日市　利喜様～主治医診察施行する。「変わりないです。はい、はい。」と活気良く話されている。
＜SSTミーティング＞
・それぞれ、発表時の声が大きく、はっきり話す様意識できている。
・挨拶から進化し、ワンステップアップした目標を立案することを意識する言動が聞かれ
ている。
・発表を通して、挨拶＝コミュニケーション技術として、執拗な挨拶や不自然な挨拶は、信頼関係を構築する上で逆効果である事を学んでいる。
・板橋様はSSTの目標立案を拒否する言動あり。神田様は集団療法を拒否し、途中で退席する行動みられている。
